
 

 



アルゼンチン共和国杯の鬼門血統は、 

「父：ディープインパクト」 

 

過去５年どころか、１０年さかのぼっても 

馬券に絡んだのはソールインパクト１頭のみ。 

（出走数は２４頭。５人気以内も８頭が全滅） 

 

逆に、ノーザンテーストの血を持つ種牡馬、 

ステイゴールド系とスクリーンヒーロー（ロベルト系） 

ダイワメジャー。 

 

トニービンを持つ種牡馬、 

ハーツクライとルーラーシップ、アドマイヤドン. 

直仔産駒はおりませんがアドマイヤベガにも要注意。 

 

 

これらの種牡馬産駒が、過去１０年で１５頭の馬券絡み。 

 

また、母父にロベルト系を持つ馬が、 

過去１０年で２２頭が出走し、８頭が馬券絡み。 

複勝率３６.４％ 複回率１０６％ 

 

以上の事からうかがえるのは、 



好走血統の傾向が、宝塚記念に似ているという事。 

 

直線の切れ味に特化したディープが走れず、 

持久力・底力を強化された馬が走りやすい 

「非根幹距離重賞」らしい傾向が見受けられます。 

 

 

【アルゼンチン共和国杯の注目血統】 

 

・母父がロベルト系 

・トニービンの血を保持 

・ノーザンテーストの血を保持 

・ニジンスキーの血を保持する馬にも注目。 

 

 

【脚質傾向】 

 

４角１０番手以下からの馬券絡みは２頭のみ。 

 

中団より前で競馬が出来て、 

バテない持久力を補完する「注目血統」を持つ馬。 

と言うのが、馬選びの重要なファクターになりそうです。 

 



 

【距離ローテ】 

過去５年の３着以内馬１５頭の内、 

１１頭は「今回距離延長」となるローテでの参戦でした。 

 

 

【キャリア】 

六社Ｓ（３勝）東京２４００ｍで馬券に絡んだ馬、 

東京２４００ｍ以上の重賞好走馬に注目です。 

 

 

◎４番チャクネイト 

父：ハーツクライ（Ｔサンデー系） 

父母父：トニービン（欧グレイソヴリン系） 

母父：ダイナフォーマー（欧ロベルト系） 

祖母父：キングマンボ（欧ミスプロ系） 

 

前走で六社Ｓを勝っての参戦は、 

３勝クラスからの昇級戦では最強ローテになります。 

 

毎回、中団より前で競馬が出来ており、 

好走傾向の全てに合致する存在でございます。 

 



上位人気のゼッフィーロとディアスティマの２頭がともに、 

当レースの鬼門血統であるディープインパクト産駒。 

 

また、コース実績上位馬が７歳以上の高齢馬。 

（７歳を超えると、信頼度が一気に低下するレースです） 

 

という事からも、この馬が本命にふさわしいと考えます。 

 

あまり大きな波乱は望みにくいレースですが、 

血統と年齢の傾向が当てはまるようなら 

今年は少し荒れるかも知れませぬな。 

 

 

○１番プリュムドール 

父：ゴールドシップ（ノーザンテースト持ち） 

母父：フレンチデピュティ（米ヴァイスリージェント系） 

祖母父：欧ニジンスキー系 

曾祖母父（欧グレイソヴリン系） 

 

ステイゴールド系の父とニジンスキー、 

グレイソヴリンの血を持つ配合馬でございますな。 

 

中山向きのイメージもございますが、 



東京２４００ｍで２勝クラスを卒業しており、 

最内枠で岩田父殿の騎乗。 

 

今回は長欠明けになりますが、 

長距離戦でＧ１好走馬を０秒１差まで追い詰める 

男勝りの心肺機能で、好位からの流れ込みを。 

 

 

▲１４番ヒートオンビート 

父：キングカメハメハ 

母父：ディープインパクト 

祖母父：マルジュ（欧ノーザンダンサー系） 

 

半兄ラストドラフト共々、当レース好走実績馬。 

また、本馬は目黒記念でも２度馬券に絡んでおり 

コース成績は【１・１・１・０/３】 

 

当コース重賞実績馬の中で唯一の６歳馬。 

 

血統からの推し材料は少ないですが 

実績を考慮すれば、ハンデ５９キロでも 

これ以上印を下げる訳に行かぬ存在でございますな。 

 



 

★１１番グランオフィシェ 

父：キングカメハメハ 

母父：ダイワメジャー（ノーザンテースト持ち） 

祖母父：エリシオ（欧フェアリーキング系） 

 

血統面での大きな押し材料はございませんが、 

本馬は「外回り２２００ｍ以上」でマイ注目馬登録。 

 

長く２０００ｍ以下に使われておりましたが、 

外回りの２２００ｍ以上では２戦２勝。 

 

また、左回りが得意なので、 

未知の距離２５００ｍで、世間様の「マジすか！」 

と言う阿鼻叫喚を聞かせて頂きたいと妄想（誇大）。 

 

 

注３番ヒュミドール 

父：オルフェーヴル（ステイゴールド系） 

母父：チチカステナンゴ（欧グレイソヴリン系） 

祖母父：アドマイヤベガ（トニービン持ち） 

ノーザンテーストの４×４クロスを保持 

 



当レースの好走血統の詰め合わせで、 

東京３４００ｍで重賞２着の実績。 

 

既に７歳ですが、老化速度が緩やかなセン馬で、 

ハンデ５６キロなら「６歳牡馬と同じ扱いでもいいよね」と。 

 

決して長距離だけのステイヤーではなく 

東京１８００ｍで３勝クラスを卒業し、 

２０００ｍ重賞で２度の２着と、スピードが無い 

と言う訳ではありません。 

 

休み明けでも、軽度の骨折が理由で、 

昔から「骨は買い。スジは見（ケン＝見送り）」 

と言う格言もございますれば、結構期待しております。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連複「３頭ボックス」 

１番・４番・１７番 

 

くまもん馬券 

ワイドフォーメーション５点 



１・４－１・３・４・１１ 

 

馬連 ４－１・３・１１・１４ 

 

３連複フォーメーション２６点 

４－１・３・１１・１４－印全頭 


